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序

山
田

『
元
始
天
尊
説
生
天
得
道
経
」
と
「
佛
道
圏
文
碑
」
「
雹
習
墓
瞳
」

ー
宋
金
元
三
朝
道
教
の
歴
史
性
と
地
域
性
問
題
ー

『
道
蔵
』
「
洞
慎
部
・
本
文
類
」
に
収
録
さ
れ
る
『
元
始
天
尊
説
生
天
得
道
経
』
（
以
下
『
生
天
得
道
経
』
と
略
す
）
は
唐
代
撰
と
目
さ
れ
る
短
篇

の
道
典
で
あ
る
。
北
宋
初
期
の
石
刻
資
料
「
佛
道
圏
文
碑
」
が
本
経
を
引
用
し
、
清
・
牛
誠
修
編
『
定
襄
金
石
孜
』
が
収
録
す
る
金
・
承
安
五

年
(
―
二
0
0
)
の
石
刻
資
料
「
霧
習
墓
瞳
」
が
冒
頭
で
「
元
始
天
尊
説
生
天
得
道
経
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九

0
0年
代
後
期
の
北
宋
、

―
二

0
0年
代
の
金
朝
に
於
い
て
本
経
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
本
論
は
、
こ
う
し
た
『
生
天
得
道
経
』
に
対
す
る
基

礎
的
考
察
を
行
い
、
併
せ
て
宋
金
元
三
朝
道
教
の
地
域
性
と
歴
史
性
に
就
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
『
生
天
得
道
経
』

(
-
）
、
『
生
天
得
道
経
」
の
内
容

『
生
天
得
道
経
」
は
、
『
道
蔵
』
本
の
他
に
、
『
道
蔵
輯
要
』
本
、
柳
守
元
『
道
門
功
課
』
「
晩
壇
切
課
」
所
収
経
文
（
『
道
蔵
輯
要
」
所
収
）
、
『
太

俊
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上
玄
門
晩
壇
功
課
経
」
「
太
上
玄
門
晩
壇
功
課
」
所
収
経
文
（
『
道
蔵
輯
要
」
所
収
）
、
超
然
子
『
生
天
経
頌
解
』

の
経
文
部
分
（
『
道
蔵
』
所
収
）
等

一
方
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
が
引
く
経
文
と
伝
世
テ
ク
ス
ト
と
の
間
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
文
字
上
の

違
い
が
確
認
さ
れ
る
。

先
ず
、
「
道
蔵
』
本
に
基
づ
い
て
、
簡
単
に
『
生
天
得
道
経
』
の
内
容
を
見
て
お
こ
う
。
『
生
天
得
道
経
』
は
そ
の
冒
頭
で
、
元
始
天
尊
が
大

お

さ

ひ

ら

あ

き

ら

羅
天
玉
京
山
で
諸
天
仙
衆
の
た
め
に
「
身
心
を
略
め
啓
き
（
略
啓
身
心
）
」
、
「
道
要
を
明
か
に
宣
べ
（
明
宣
道
要
）
」
る
こ
と
で
、
十
方
の
得
道
神

仙
は
「
微
奥
」
を
得
た
と
す
る
（
『
生
天
得
道
経
」
O
l
a
/
0
6
)

。
大
羅
天
玉
京
山
の
語
、
衆
生
の
た
め
に
当
該
経
典
の
秘
奥
が
説
き
明
か
さ
れ
る
と

い
う
書
き
出
し
等
は
、
何
れ
も
六
朝
ー
唐
の
道
典
に
多
く
見
ら
れ
る
常
套
表
現
で
あ
る
。

そ
の
「
微
奥
」
と
は
、

一
切
の
有
為
を
超
え
る
渡
し
場
で
あ
り
、
真
理
へ
の
路
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
。
こ
う

し
た
真
理
を
体
得
す
れ
ば
、
本
経
を
受
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
様
々
な
迷
い
の
原
因
を
退
け
、
永
遠
に
執
着
を
断
つ
こ
と
が
出
来

る
の
だ
。
こ
う
し
て
、
（
迷
い
の
原
因
と
な
る
）
雑
念
が
外
界
か
ら
入
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
意
識
が
内
面
か
ら
外
界
へ
と
出
て
行
く
こ

と
も
な
く
な
る
。
こ
の
様
な
正
念
の
状
態
で
は
、
五
臓
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
、
六
腑
は
整
い
安
定
し
、
三
百
六
十
の
骨
節
の
様
々
な
滞
り
、

十
悪
の
行
い
、
百
八
十
の
煩
悩
の
行
い
、
多
く
の
苦
悩
を
生
み
出
す
罪
の
源
な
ど
が
全
て
き
れ
い
に
取
り
除
か
れ
る
の
だ
」
（
善
男
子
善
女
人
、

依
憑
齋
戒
、
作
是
津
梁
一
切
有
為
、
顕
諸
箕
路
。
罷
此
法
相
、
乃
可
受
持
、
能
屏
衆
縁
、
永
除
染
著
。
外
想
不
入
、
内
想
不
出
。
於
正
念
中
、
皆
得
五
臓
清
涼
、

六
腑
調
泰
、
三
百
六
十
骨
節
之
間
、
有
諸
滞
凝
、
十
悪
之
業
、
百
八
十
煩
悩
之
業
、
衆
苦
罪
源
、
悉
皆
除
蕩
）
（
『
同
」
O
l
b
/
0
1
)

「
齋
戒
」
を
修
め
る
こ
と
は
「
一
切
有
為
」
を
超
え
る
「
津
梁
」
で
あ
り
、
真
理
へ
の
「
路
」
を
明
ら
か
に
開
く
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た

し

ん

り

ま

よ

い

の

げ

ん

い

ん

し

ゅ

う

ち

ゃ

く

「
法
相
」
を
体
得
す
る
こ
と
で
、
本
経
を
伝
授
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
そ
の
教
え
に
基
づ
く
こ
と
で
様
々
な
「
縁
」
を
退
け
、
「
染
著
」
を
永

遠
に
取
り
除
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
「
外
想
は
入
ら
ず
、
内
想
は
出
ず
」
と
言
わ
れ
る
「
正
念
」
の
境
地
に
到
り
、
こ
の
「
正
念
」

「
善
男
子
善
女
人
よ
、
斎
戒
を
行
う
こ
と
は
、

が
有
り
、
何
れ
も
文
字
上
の
違
い
は
無
い
。
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の
維
持
に
よ
っ
て
、
五
臓
六
腑
は
健
康
裡
に
調
い
、
身
体
的
苦
痛
と
「
十
悪
の
業
、
百
八
十
煩
悩
の
業
、
衆
苦
の
罪
源
」
等
の
心
の
迷
い
の
双

と
を
内
観
す
る
。
道
は
明
ら
か
に
輝
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
か
す
か
で
あ
り
、

O
l
b
/
 0
 6
)
 

天
尊
が
『
生
天
得
道
経
』

一
切
が
無
で
、

「
そ
こ
で
、
太
和
の
真
困
を
導
い
て
身
の
丹
田
や
五
臓
六
腑
に
注
い
で
潤
し
、
心
目
に
よ
っ
て
真
困
が
清
ら
か
な
耀
き
を
放
っ
て
い
る
こ

た
だ

ほ
の
か
に
暗
い
。
正
し
く
無
為
に
到
達

し
、
時
間
を
超
越
し
、
清
ら
か
な
意
識
を
常
に
維
持
す
る
こ
と
で
、
修
道
者
は
悟
得
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
と
道
の
力
が
助
け
支

し
ん
り

え
、
法
の
薬
が
助
け
る
が
、
更
に
飲
食
を
節
制
す
れ
ば
、
鬼
戸
を
駆
除
し
、
六
根
を
静
か
に
安
寧
と
さ
せ
、
八
識
を
清
ら
か
に
照
ら
し

出
し
、
五
蘊
が
実
は
空
で
あ
る
と
悟
り
、
三
元
を
奥
深
く
悟
り
、
得
道
成
真
を
完
成
し
て
、
自
然
と
飛
昇
得
度
す
る
の
だ
」
（
即
引
太
和
員

柔
、
注
潤
身
田
・
五
臓
六
腑
、
心
目
内
観
、
奨
柔
所
有
、
清
静
光
明
。
虚
白
朗
耀
、
杏
杏
冥
冥
、
内
外
無
事
、
昏
昏
黙
黙
。
正
達
無
為
、
古
今
常
存
、
穂
持
浮

念
、
従
翠
解
悟
。
道
力
資
扶
、
法
葉
相
助
、
伯
節
飲
食
、
騒
遣
鬼

P
、
安
寂
六
根
、
浮
照
八
識
、
空
其
五
蓋
、
證
妙
三
元
、
得
道
成
奨
、
自
然
昇
度
）
（
『
同
』

こ
の
段
階
で
次
に
具
体
的
に
修
め
る
べ
き
は
、
「
太
和
慎
柔
」
を
導
い
て
身
体
の
丹
田
と
五
臓
六
腑
に
導
き
潤
し
、
「
心
目
」
に
依
っ
て
そ
の
口
県
孟
」

が
「
清
静
」
な
光
を
放
っ
て
い
る
こ
と
を
「
内
観
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
明
暗
・
有
無
を
超
越
し
た
「
道
」
の
様
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
修
道

者
は
「
浮
念
」
の
み
を
維
持
し
悟
得
す
る
。
こ
の
「
浮
念
」
は
先
に
見
た
「
正
念
」
に
相
当
し
よ
う
。
こ
の
境
地
に
到
達
す
る
と
、
「
道
力
」
「
法

葉
」
が
常
に
修
道
者
を
助
け
、
加
え
て
「
飲
食
を
節
」
す
る
こ
と
で
「
鬼
戸
」
を
駆
除
し
、
「
六
根
」
を
安
寧
さ
せ
、
「
八
識
」
を
迷
い
の
無
い

も
の
と
し
て
照
ら
し
出
し
、
「
五
蘊
」
の
全
て
を
空
と
観
じ
、
「
三
元
」
を
悟
り
、
「
得
道
成
員
」
を
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
元
始

の
教
え
を
説
き
終
え
る
と
、
「
諸
天
仙
衆
」
は
、
こ
の
様
な
「
大
乗
経
典
」
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
、
自
身
の
「
道

果
が
圃
明
」
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
謝
辞
を
述
べ
、
「
傷
」
を
説
い
て
、
そ
の
無
為
の
境
地
を
表
明
し
て
本
経
は
終
わ
る
（
『
同
』
0
2
a
/
0
2
-

)

 0 

一
巻
と
い
う
短
い
経
典
で
あ
り
な
が
ら
首
尾
の
体
裁
が
整
い
、
仏
教
の
空
思
想
の
影
響
を
受
け
、
外
界
と
の
関
わ
り
を
断
つ
こ
と
で
内
面
を

方
が
全
て
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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維
持
す
る
事
が
重
視
さ
れ
、
心
身
両
面
の
得
道
、
内
観
、
「
鬼
戸
」
の
駆
除
な
ど
が
言
わ
れ
る
等
、
六
朝
＼
唐
の
道
教
思
想
で
議
論
さ
れ
た
内

容
を
含
ん
で
お
り
、
先
行
研
究
が
本
経
を
唐
代
の
撰
と
見
倣
す
の
は
一
先
ず
は
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。

(
1
)
、
誦
経
対
象
と
し
て
の
『
生
天
得
道
経
』

本
経
を
唐
代
頃
の
撰
と
見
倣
す
従
来
の
見
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
認
し
た
の
だ
が
、
し
か
し
、
唐
代
道
教
の
様
々
な
類
書
、
北
宋
・

真
宗
の
天
蒻
年
間

(
1
0
一
七

s
I
 

0
1
―
-
）
に
編
集
さ
れ
た
『
雲
笈
七
簸
』
等
に
は
本
経
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
ず
、
撰
述
直
後
に
歓
迎
さ
れ
た

後
世
の
道
教
文
献
が
本
経
に
言
及
す
る
場
合
に
は
二
種
の
事
例
が
窺
え
る
。

―
つ
は
、
科
儀
等
に
於
け
る
誦
経
の
対
象
で
あ
る
。
北
宋
末
＼

南
宋
初
に
畜
全
箕
・
王
契
慎
が
整
理
し
た
と
さ
れ
る
『
上
清
霊
賓
大
法
』
は
「
一
請
道
士
看
誦
」
と
し
て
「
太
上
洞
玄
霊
賓
元
量
度
人
上
品
妙

経
若
干
巻
、
太
上
洞
玄
震
賓
九
天
自
然
生
神
章
経
若
干
巻
、
太
上
洞
玄
霊
賓
九
慎
妙
戒
金
録
度
命
妙
経
若
干
巻
、
太
上
霊
賓
天
尊
説
救
苦
妙
経

若
干
巻
、
太
上
元
始
天
尊
説
生
天
得
道
経
若
干
巻
」
（
『
上
清
震
賓
大
法
』
6
6
/
l
l
b
/
0
9
)

等
の
経
典
を
列
挙
し
、
「
已
上
の
功
徳
、
並
び
に
用
い
て
資
薦
し
、

六
道
四
生
、
孤
魂
滞
暁
、
各
の
苦
を
離
れ
、
同
じ
く
生
成
を
遂
げ
る
（
已
上
功
徳
、
並
用
資
薦
、
六
道
四
生
、
孤
魂
滞
暁
、
各
離
苦
、
同
遂
生
成
）
」
（
『
同
』

6
6
/
1
2
b
/
1
0
)

と
、
こ
れ
ら
諸
経
を
読
誦
す
る
こ
と
で
死
者
の
魂
が
救
済
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
同
様
の
事
例
は
、
南
宋
＼
元
初
に
審
全
員
・
林
霊

箕
等
が
整
理
し
た
『
霊
賓
領
教
清
度
金
書
』

(
3
0
8
/
2
0
a
/
0
6
)

、
南
宋
・
呂
元
素
が
集
成
し
胡
湘
龍
が
編
校
し
た
『
道
門
定
制
』

(
0
5
/
0
7
b
/
0
3
)

、
南

宋
十
三
世
紀
頃
の
整
理
と
さ
れ
る
蒋
叔
輿
『
元
上
黄
録
大
齋
立
成
儀
』

(
1
2
/
0
2
b
/
0
3
)

等
で
も
誦
経
対
象
の
経
典
の
一
っ
に
『
生
天
得
道
経
』
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
明
朝
十
四
世
紀
頃
の
撰
と
さ
れ
る
宋
宗
演
『
大
明
玄
教
立
成
齋
酷
儀
範
』

(
O
l
b
/
0
3
)

で
も
同
様
で
あ
り
、
現

代
の
道
観
で
の
「
晩
課
」
で
唱
え
ら
れ
る
経
典
に
『
生
天
得
道
経
』
が
含
ま
れ
る
に
至
る
。
要
す
る
に
、
本
経
は
短
篇
で
あ
る
が
故
に
読
誦
が

痕
跡
は
窺
え
な
い
。

(
―
-
）
、
『
生
天
得
道
経
』

の
受
容
に
就
い
て
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容
易
で
あ
り
、
科
儀
に
於
け
る
幾
つ
か
の
道
典
と
共
に
誦
経
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
論
後
段
で
見
る
「
佛
道
圏
文
碑
」
は
、
そ

の
碑
陰
に
「
陰
符
経
、
太
上
老
君
常
清
騨
経
、
太
上
昇
元
消
宍
護
命
経
、
太
上
天
尊
説
生
天
得
道
経
」
等
を
併
せ
て
刻
し
て
お
り
、
こ
れ
も
又

同
様
の
背
景
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
言
え
ば
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
の
状
況
が
特
殊
事
情
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
『
生
天
得
道
経
』

が
幾
つ
か
の
道
典
と
共
に
読
誦
さ
れ
る
こ
と
は
、
遅
く
と
も
北
宋
初
期
ま
で
に
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
全
真
教
道
士
と
さ
れ
、
『
頌
解
』

超
然
子
王
吉
昌
『
生
天
経
頌
解
』
（
『
道
蔵
』
所
収
。
以
下
『
頌
解
』
と
略
す
）
は
本
経
の
唯
一
の
注
釈
で
あ
る
。
王
吉
昌
は
金
末
元
初
に
活
動
し

は
十
三
世
紀
前
半
の
撰
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
『
頌
解
』
は
『
生
天
得
道
経
』
の
各
旬
に
「
頌
」
の
形
式
で

注
釈
を
付
け
、
そ
の
立
場
は
煉
丹
（
内
丹
）
を
主
と
す
る
。
例
え
ば
、
経
文
「
明
開
道
要
」
に
対
し
て
「
道
要
は
玄
微
に
し
て
有
無
に
非
ず
、

無
中
に
有
形
の
躯
を
生
就
す
。
有
中
に
無
形
の
罷
を
錬
出
し
、
自
在
に
逍
遥
し
て
物
外
に
居
る
（
道
要
玄
微
非
有
無
、
無
中
生
就
有
形
躯
。
有
中
錬

出
無
形
罷
、
自
在
逍
遥
物
外
居
）
」
（
『
頌
解
』
0
2
芝
0
2
)

と
、
有
無
を
超
越
し
た
「
道
要
」
の
立
場
か
ら
「
無
形
の
罷
」
を
「
錬
出
」
す
る
こ
と
で
、
「
物
外
」

に
「
逍
遥
」
す
る
境
地
を
目
指
す
と
解
釈
し
、
又
、
「
外
想
不
入
、
内
想
不
出
」
に
対
し
て
「
六
門
は
長
く
閉
ざ
さ
れ
緊
＜
牢
開
し
、
三
戸
を

ほ

し

い

ま

ま

ゆ

る

す

し
て
恣
に
往
還
す
る
を
縦
こ
と
な
し
。
―
一
物
は
調
和
し
賓
鼎
に
収
め
ら
れ
、
一
條
の
銀
は
毘
山
よ
り
焔
出
す
（
六
門
長
閉
緊
牢
闊
、
莫
縦
三
戸
恣
往
還
。

二
物
調
和
収
賓
鼎
、

一
條
銀
焙
出
貞
山
）
」
（
『
同
』
0
3
芝
0
3
)

と
、
「
外
想
不
入
」
を
「
六
門
」
を
堅
く
閉
ざ
す
こ
と
で
「
三
戸
」
を
身
体
の
内
外
を
自

由
に
往
来
さ
せ
な
い
こ
と
と
解
釈
し
、
「
内
想
不
出
」
を
「
二
物
」
即
ち
陰
陽
を
「
調
和
」
さ
せ
て
体
内
の
「
賓
鼎
」
に
収
め
る
と
い
う
煉
丹

の
完
成
と
解
釈
す
る
。
又
、
「
乃
得
五
臓
清
涼
、
六
腑
調
泰
」
に
対
し
て
「
青
龍
は
火
裏
に
寒
霧
を
噴
き
、
白
虎
は
澤
中
に
赤
煙
を
吐
く
（
青

龍
火
裏
噴
寒
霧
、
白
虎
澤
中
吐
赤
煙
）
」
（
『
同
』
0
3
a
/
0
 7
)

と
、
「
青
龍
・
白
虎
」
に
よ
る
丹
の
錬
成
と
解
釈
し
、
「
百
八
十
煩
悩
之
業
」
を
解
消
し
た

二
つ
目
は
、
本
経
の
内
容
が
注
目
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

(
2
)
、
『
生
天
得
道
経
』

の
内
容
に
就
い
て
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境
地
を
「
極
陽
無
相
の
罷
を
錬
就
し
、
自
然
と
煩
悩
は
相
干
せ
ず
（
錬
就
極
陽
無
相
證
、
自
然
煩
悩
不
相
干
）
」
（
『
同
』
0
3
b
/
0
3
)

と
、
「
煩
樅
」
か
ら

自
由
と
な
っ
た
「
極
陽
」
即
ち
純
陽
の
「
無
相
腫
」
の
錬
成
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
「
得
道
成
慎
自
然
昇
度
」
と
い
う
最
終
境
地
を
「
金
丹
は

煉
就
さ
れ
長
生
を
保
ち
、
玉
性
は
玲
瀧
と
し
て
萬
法
は
空
な
り
（
金
丹
煉
就
保
長
生
、
玉
性
玲
瀧
萬
法
空
）
」
（
『
同
』
0
5
芝
0
8
)

と
「
金
丹
」
の
完
成

に
よ
る
「
長
生
」
の
達
成
と
、
「
萬
法
が
空
」
で
あ
る
こ
と
の
得
悟
と
解
釈
す
る
。
『
頌
解
』
は

完
成
に
よ
る
「
長
生
」
の
達
成
と
「
萬
法
空
」
の
得
悟
を
説
く
経
典
と
し
て
解
釈
す
る
の
で
あ
り
、
全
真
教
徒
が
そ
の
教
理
に
即
し
て
読
み
込

ん
だ
一
例
と
言
え
よ
う
。

『
生
天
得
道
経
』

南
宋
の
鄭
思
肖
（
―
二
四
一
ー
ニ
ニ
―
八
）
『
太
極
祭
錬
内
法
』
（
『
道
蔵
」
所
収
）
の
「
序
」
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

の
内
容
を
一
貰
し
て
内
丹
の

太
極
祭
錬
内
法
と
は
、
葛
仙
公
の
祭
鬼
の
法
で
あ
る
。
人
が
死
ぬ
と
魂
が
上
昇
し
睫
が
下
降
す
る
の
が
正
常
な
在
り
方
で
あ
る
。
変
則
的

な
場
合
、
魂
塊
の
上
昇
下
降
が
不
可
能
と
な
り
、
昏
冥
の
中
に
堕
ち
沈
み
、
飢
渇
に
対
す
る
欲
望
、
暗
闇
に
対
す
る
意
識
な
ど
が
絶
え
ず
、

果
て
し
な
く
暗
い
夜
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
は
永
遠
に
無
い
。
葛
仙
公
は
こ
れ
ら
を
憐
れ
み
、
そ
の
教
え
の
中
に
祭
煉
の
道
を
用
意
し
た
。

「
祭
」
と
は
飲
食
を
設
け
て
飢
渇
を
救
う
こ
と
で
あ
る
。
「
錬
」
と
は
（
祭
鬼
の
法
を
行
う
者
の
）
精
神
に
よ
っ
て
そ
の
暗
黒
を
切
り
開
い

て
や
る
こ
と
だ
。
こ
う
し
て
、
暗
黒
世
界
に
堕
ち
た
者
達
は
、
氷
が
溶
け
る
様
に
そ
の
迷
い
か
ら
解
消
さ
れ
、
本
来
の
在
り
方
に
復
帰
す
る
、

こ
の
様
に
こ
の
法
は
偉
大
な
の
だ
（
太
極
祭
錬
内
法
者
、
葛
仙
公
祭
鬼
之
法
也
。
人
死
魂
升
而
晩
降
、
是
其
常
也
。
其
嬰
也
、
則
有
魂
魂
不
能
升
降
、
而

淮
滞
於
昏
冥
之
中
、
其
飢
渇
之
慾
、
幽
暗
之
識
、
茫
茫
長
夜
、
元
有
已
時
。
是
以
仙
翁
憫
之
、
在
法
中
有
祭
煉
之
道
。
所
謂
祭
者
設
飲
食
以
破
其
飢
渇
也
。
所

謂
錬
者
以
精
神
而
開
其
幽
暗
也
。
至
使
浦
滞
之
徒
、
繹
然
如
沐
消
凍
解
、
以
復
其
本
慎
、
則
其
法
大
突
）
（
『
太
極
祭
錬
内
法
」
序
[0
3
b
/
0
4
)
 

「
魃
仙
公
」
が
創
設
し
た
「
太
極
祭
錬
内
法
」
と
は
「
祭
鬼
の
法
」
で
あ
り
、
死
後
の
魂
睫
が
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
天
に
昇
り
地
に
下
る
こ
と

が
出
来
ず
、
初
復
い
苦
し
む
も
の
を
救
済
す
る
方
法
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
「
設
飲
食
」
に
よ
っ
て
「
飢
渇
」
か
ら
救
い
、
「
精
神
」
に
よ

っ
て
「
幽
暗
」
か
ら
救
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
祭
錬
内
法
」
の
実
施
に
在
っ
て
は
、
「
我
の
祭
錬
、
専
ら
深
静
の
域
を
主
と
す
（
我
之
祭
錬
、
専
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主
於
深
静
之
域
）
」
（
『
同
』
下
/
1
2
a
/
0
 2
)

と
「
深
静
」
な
る
場
所
を
必
要
と
し
、
「
祭
錬
の
時
、

一
小
孟
水
…
…
）
」
（
『
同
』
下
[1
2
b

忌
）
と
「
静
室
」
に
於
い
て
「
孟
飯
」
等
を

孟
水
を
置
き
…
…
（
祭
錬
時
、
闘
一
静
室
、
置
一
浮
几
、
小
小
一
孟
飯
、

設
置
し
、
「
方
に
静
か
に
打
坐
す
る
こ
と
一
更
許
り
、
乃
ち
行
持
作
用
し
、
純
に
是
れ
我
が
一
圃
の
精
神
を
以
て
、
幽
冥
を
祭
錬
す
。
登
に
獨

り
鬼
神
の
清
わ
れ
る
を
得
る
の
み
な
ら
ん
や
、
我
の
精
神
も
亦
た
齢
然
と
清
爽
た
り
（
方
静
打
坐
一
更
許
、
乃
行
持
作
用
、
純
是
以
我
一
園
精
神
、
祭

錬
幽
冥
。
登
獨
鬼
神
得
清
、
我
之
精
神
亦
黙
然
清
爽
）
」
（
『
同
』
下
[1
2
b
/
0
6
)

と
、
「
打
坐
」
し
て
自
身
の
「
精
神
」
を
用
い
て
「
幽
冥
を
祭
錬
」
す
る

こ
と
で
、
「
鬼
神
」
が
救
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
身
の
「
精
神
」
を
「
齢
然
清
爽
」
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
祭
錬
」

の
遂
行
と
自
身
の
「
精
神
」
の
安
定
と
は
密
接
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、
「
凡
そ
太
上
の
一
切
経
、

な
人
身
中
の
至
妙
の
造
化
を
説
く
。
今
人
、
盪
な
言
語
を
作
し
て
之
を
誦
う
、
惜
し
い
か
な
。
静
坐
の
得
る
所
、
生
天
得
道
経
の
所
説
と
同
旨

な
り
（
凡
太
上
一
切
経
、
一
切
呪
、
皆
説
人
身
中
至
妙
造
化
。
今
人
霊
作
言
語
誦
之
、
惜
哉
。
静
坐
所
得
、
輿
生
天
得
道
経
所
説
同
旨
）
」
（
『
同
」
下
[1
5
a
/
 0
 6
)

と
、
「
太

上
」
が
説
く
一
切
の
教
え
は
、
そ
の
文
字
表
記
に
捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
修
道
者
の
「
人
身
中
」
に
於
け
る
「
至
妙
の
造
化
」
で
あ
る
と
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
修
道
者
側
の
身
体
の
在
り
方
が
こ
れ
ら
の
教
え
で
は
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
あ
る
べ
き
在
り
方
は
「
静
坐
」

を
す
る
こ
と
で
獲
得
さ
れ
、
そ
れ
は
「
生
天
得
道
経
」
が
説
く
も
の
と
同
主
旨
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
切
呪
、
皆

細
か
く
丁
寧
に
、
念
じ
な
が
ら
無
念
で
あ
り
、
一
心
が
不
動
で
あ
れ
ば
、
そ
の
百
脈
は
根
源
へ
と
立
ち
戻
る
。
自
然
と
火
が
降
り
水
が
昇
り
、

煕
は
定
ま
り
神
は
清
ら
か
と
な
り
、
泰
宇
は
発
光
し
、
虚
室
は
白
を
生
じ
る
。
上
は
天
界
に
徹
し
、
下
は
地
獄
を
打
破
し
、
空
空
洞
洞
と
、

そ
の
光
明
は
無
限
で
あ
る
。
（
祭
鬼
の
法
を
）
勤
め
て
怠
ら
な
く
、
長
く
維
持
し
続
け
れ
ば
、
鬼
神
の
境
界
の
様
も
完
全
に
見
聞
す
る
こ

さ

ま

か

な

め

と
が
出
来
よ
う
。
飲
食
に
よ
っ
て
冥
界
の
魂
を
救
済
す
る
こ
と
と
錬
成
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
の
様
を
見
る
に
、
そ
れ
ら
の
要
が

我
が
心
目
に
在
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
通
冥
の
法
な
の
だ
（
綿
綿
密
密
、
念
而
無
念
、
一
心
不
動
、
百
詠
蹄
源
。
自
然
火
降
水
升
、

孟
定
神
清
、
泰
宇
登
光
、
虚
室
生
白
。
上
透
天
界
、
下
破
地
獄
、
空
空
洞
洞
、
光
明
無
邊
。
勤
而
無
間
、
久
而
不
替
、
鬼
神
境
界
、
洞
視
徹
聞
。
見
其
飲
食
得

ひ
ら

一
静
室
を
闘
き
、

一
浮
几
、
小
小
一
孟
飯
、

小
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胃
塞
死
戸
」
に
対
す
る
注
釈
で
以
下
の
様
に
述
べ
る
。

清
之
情
、
輿
夫
受
錬
更
生
之
状
、
瞭
然
在
吾
心
目
間
。
此
通
冥
之
法
也
）
（
『
同
』
下
/
1
5
b
/
O
!
)

と
、
こ
の
在
り
方
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
無
念
」
「
一
心
不
動
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
火
降
水
升
」
と
内
丹
が
完
成
す
る
こ
と
を
意
味
し
、

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
で
、
天
界
、
修
道
者
、
地
獄
は
一
貫
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
魂
醜
の
救
済
が
「
吾
心
目
間
」
に
在
る
と
い
う
「
通

冥
之
法
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
生
天
得
道
経
』
自
体
に
は
「
静
坐
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
屏
衆
縁
、
永
除
染
著
、
外
想
不
入
、
内
想
不
出
、

於
正
念
中
、
皆
得
五
臓
清
涼
、
六
腑
調
泰
」
等
の
句
を
「
静
坐
」
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
し
た
上
で
、
鄭
思
肖
が
言
う
「
太
極
祭
錬
内
法
」

清
霊
賓
大
法
』

の
説
明
に
導
入
し
た
と
言
え
よ
う
。
「
太
極
祭
錬
内
法
」
が
「
祭
鬼
」
の
た
め
に
『
生
天
得
道
経
」
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
上
述
し
た
『
上

(
8
)
 

の
冥
魂
救
済
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
南
宋
の
『
生
天
得
道
経
』
を
巡
る
共
通
認
識
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

撰
者
自
身
に
よ
る
至
大
三
年
(
-
三
0
九
）
の
「
進
経
表
」
が
附
さ
れ
た
、
元
・
衛
旗
註
『
玉
清
元
極
穂
慎
文
昌
大
洞
仙
経
』
は
、
経
文
の
「
守

胃
を
守
り
死
戸
を
塞
ぐ
[
死
戸
と
は
、
そ
こ
か
ら
の
侵
入
を
恐
れ
る
部
位
で
あ
る
o

精
煕
は
物
と
な
り
ヽ
遊
魂
は
変
じ
ヽ
変
じ
れ
ば
化
し

て
し
ま
う
。
こ
う
な
る
と
、
ど
う
し
て
再
生
す
る
こ
と
が
有
ろ
う
か
。
離
れ
た
も
の
が
再
び
―
つ
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
慎
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。
谷
童
が
胃
院
を
守
り
、
死
戸
を
遮
り
塞
ぐ
と
、
飲
食
は
既
に
消
え
、
人
の
道
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
だ
。
「
得
道
経
」
は
「
飲
食
を

節
制
し
、

P
鬼
を
駆
除
す
る
…
…
」
と
言
う
]
（
守
胃
塞
死
戸
[
匹
門
人
所
憫
入
也
o

精
柔
為
物
ヽ
遊
魂
為
繹
竺
諏
萄
則
化
突
o

安
能
復
生
o

離
者
不

可
復
合
、
可
不
憧
欺
。
谷
童
守
胃
院
、
過
塞
死
戸
、
飲
食
既
消
、
則
人
道
生
突
。
得
道
経
云
、
伯
節
飲
食
、
祇
遣
P
鬼
、
云
云
]
)
（
『
韮
清
元
極
穂
慎
文
昌
大

洞
仙
経
』

0
7
/
2
5
a
/
 0
 9
)
 

「
飲
食
」
を
節
制
す
る
こ
と
が
「
死
戸
を
塞
ぐ
」
と
い
う
養
生
の
要
で
あ
る
と
し
て
「
得
道
経
」
を
引
き
、
『
生
天
得
道
経
』

釉
遣
戸
鬼
」
の
句
に
着
目
し
て
い
る
。
又
、
「
太
清
八
景
観
」
に
対
す
る
注
釈
で
は
、

そ
の
様
が
「
泰
宇
登
光
、
虚
室
生
白
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
生
天
得
道
経
』

の
「
伯
節
飲
食
、

の
「
清
静
光
明
、
虚
白
朗
耀
」
の
旬
が
意
識
さ
れ
た

(8) 209 
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太
清
八
景
観
[
妙
行
観
門
と
は
（
観
の
字
は
全
て
去
声
で
あ
る
)
三
玩
”
八
景
を
内
観
す
る
こ
と
だ
o

太
清
は
下
丹
田
の
こ
と
で
あ
る
o

『生

天
経
』
は
「
即
ち
太
和
の
真
煕
を
導
き
、
丹
田
に
注
ぐ
」
と
言
う
、

い
る
と
思
わ
れ
る
。
衛
瑣
は
『
生
天
得
道
経
』

元
代
頃
の
撰
述
と
推
測
さ
れ
る

―
―
一
部
八
景
は
心
目
に
在
る
]
（
太
清
八
景
観
[
妙
行
観
門
ヽ
皆
去
繋
o

内

観
三
部
八
景
也
。
太
清
下
田
是
也
。
生
天
経
云
、
即
引
太
和
奨
柔
、
注
想
丹
田
、
一
孟
一
部
八
景
則
在
心
目
]
)
（
『
同
』

0
9
/
1
3
a
/0
 
5
)
 

と
言
い
、
「
下
田
」
に
あ
る
「
太
清
」
を
「
内
観
」
す
る
こ
と
に
関
し
て
「
生
天
経
」
の
「
即
引
太
和
慎
忠
、
注
想
丹
田
」
の
句
を
引
く
。
引

用
文
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
「
―
―
一
部
八
景
、
則
在
心
目
」
と
い
う
表
現
か
ら
『
生
天
得
道
経
』

の
養
生
の
面
に
注
目
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

の
「
心
目
内
観
」
の
句
も
意
識
さ
れ
て

『
霊
賓
五
経
提
綱
』
は
、
「
洞
玄
霊
賓
九
天
生
神
章
経
、
太
上
老
君
説
常
清
静
妙
経
、
麻
上
玉
皇
心
印
妙
経
、

太
上
洞
玄
救
苦
抜
罪
妙
経
、
太
上
生
天
得
道
箕
経
」
等
を
読
誦
す
る
こ
と
の
意
義
と
、
個
々
の
経
典
の
内
容
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
。
『
生

「
太
上
生
天
得
道
箕
経
」
は
、
元
始
天
尊
が
一
切
天
人
の
た
め
に
明
ら
か
に
示
し
た
修
行
の
近
道
で
あ
る
。
道
の
奥
妙
を
伝
え
る
の
は
有

言
に
始
ま
り
無
言
に
終
わ
り
、
天
福
を
修
め
る
の
は
有
為
に
始
ま
り
無
為
に
終
わ
る
の
だ
。
こ
の
経
典
は
、
頓
・
漸
の
二
つ
の
門
を
開
き
、

始
・
終
の
理
の
全
て
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
誠
に
得
道
へ
の
手
段
で
あ
り
、
昇
天
へ
の
梯
子
な
の
だ
（
仰
惟
太
上
生
天
得
道
慎
経
、
乃
元
始
天

尊
為
一
切
天
人
顕
示
修
行
之
捷
径
也
。
夫
偉
道
妙
者
、
始
於
有
言
、
終
於
無
言
、
修
天
福
者
、
始
於
有
為
、
終
於
無
焉
。
若
此
経
者
、
頓
漸
之
門
雙
啓
、
始
終

之
理
畢
陳
、
賓
得
道
之
答
蹄
、
昇
天
之
梯
級
也
）
（
『
霊
賓
五
経
提
綱
』
0
0
0
b
/
0
2
)
 

と
、
本
経
を
「
修
行
之
捷
裡
」
と
し
、
「
有
為
」
に
始
ま
り
「
無
為
」
に
終
わ
る
教
で
あ
り
、
「
頓
漸
之
門
」
「
始
終
之
理
」
の
全
て
が
明
か
さ

れ
て
い
る
と
す
る
。
「
有
為
・
無
為
」
の
表
現
は
、
『
生
天
得
道
経
』
が
「
飲
食
」
の
節
制
を
説
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
最
終
的
に
空
無
の
境
地

の
得
悟
を
述
べ
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
理
解
を
踏
ま
え
て
、
『
生
天
得
道
経
』

る
に
、
用
力
工
夫
に
、
凡
そ
六
節
入
道
の
初
有
り
（
推
尋
経
意
、
用
力
工
夫
、
凡
有
六
節
入
道
之
初
）
」
（
『
同
』
0
8
b
/
0
8
)

と
、
「
入
道
之
初
」
に
は
六

天
得
道
経
』
に
就
い
て
は
、

の
内
容
全
体
に
就
い
て
「
経
意
を
推
尋
す
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種
の
段
階
が
有
る
と
す
る
。
「
齋
戒
」
、
「
廣
建
福
田
、
精
修
妙
行
」
に
よ
る
「
衆
縁
」
か
ら
の
解
放
、
「
内
想
不
出
、
外
想
不
入
」
と
い
う
「
正

念
」
に
拠
っ
て
「
煩
悩
業
障
」
を
取
り
除
く
、
「
真
柔
」
を
養
い
「
太
和
」
を
充
実
さ
せ
る
、
「
飲
食
」
の
節
制
に
拠
っ
て
「
慎
元
」
を
養
い
「
鬼

戸
」
を
駆
除
し
「
嗜
慾
」
を
断
つ
、
「
六
根
」
を
清
め
「
五
蘊
」
を
空
と
し
「
虚
妙
」
の
境
地
に
至
る
、
の
六
種
で
あ
る
。
本
経
の
内
容
を
こ

の
様
な
具
体
的
な
修
養
の
段
階
を
示
す
も
の
と
理
解
し
た
上
で
、

こ
の
六
を
信
じ
て
実
践
出
来
る
な
ら
ば
、
心
は
集
中
し
形
は
解
放
さ
れ
、
骨
肉
は
一
っ
と
な
り
、
太
虚
へ
と
至
り
、
万
物
の
変
化
を
自
在

に
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
後
、
道
の
本
体
の
完
全
さ
と
真
心
の
不
可
思
議
さ
を
目
に
す
る
。
有
為
に
始
ま
り
無
為
に
終
わ
る
、

こ
こ
に
至
っ
て
自
然
と
無
言
の
裡
に
知
る
こ
と
に
な
る
の
だ
（
信
能
行
此
六
者
、
則
心
凝
形
繹
、
骨
肉
都
融
、
可
以
遊
行
太
虚
、
縦
観
萬
化
。
然
後

見
道
骰
之
全
、
慎
心
之
妙
。
始
於
有
為
而
終
於
無
為
、
至
此
而
自
然
黙
識
也
）
（
『
同
』
0
8
b
/
0
8
)

と
、
こ
の
過
程
を
経
る
こ
と
で
、
「
心
骨
」
が
一
体
と
化
し
、
「
太
虚
」
の
境
地
へ
と
至
り
、
万
物
の
変
化
を
知
り
尽
く
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ

し
て
、
「
道
橙
之
全
、
慎
心
之
妙
」
を
得
悟
し
、
「
無
為
」
へ
と
至
る
と
さ
れ
て
い
る
。
『
霊
賓
五
経
提
綱
』
は
『
生
天
得
道
経
」

確
且
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
理
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

『
北
斗
本
命
延
生
経
」

の
全
体
を
正

の
注
釈
の
一
っ
玄
元
慎
人
註
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
慎
経
註
解
』
は
、
そ
の
撰
述
時
期
に
定
論
が
無
く
、
南
宋

以
降
、
或
は
元
・
明
の
間
の
撰
述
等
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
本
注
は
「
虔
誠
猷
種
、
種
種
香
花
、
時
新
五
果
…
…
念
此
大
聖
北
斗
七
元
箕
君
名
琥
、

嘗
得
罪
業
消
除
、
災
衰
洗
蕩
、
福
壽
資
命
、
善
果
辣
身
」
（
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
慎
経
註
解
』
上
/
1
9
b
/
0
1
)

の
注
文
に
於
い
て
、
衆
生
の
賢
愚

の
差
異
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
「
太
上
」
の
教
え
は
「
賢
者
を
し
て
善
に
進
め
し
め
、
愚
者
を
し
て
其
の
悪
を
戒
め
し
む
、

是
を
以
て
方
便
も
て
機
に
随
い
て
教
化
す
（
伸
賢
者
進
於
善
、
使
愚
者
戒
其
悪
、
是
以
方
便
随
機
教
化
）
」
（
「
同
」
上
/
2
0
a
/0
 9
)

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根

に
応
じ
た
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
教
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
そ
の
た
め
、
「
太
上
」
の
教
化
は
無
限
の
内
容
を
持
つ
も
の
と

さ
れ
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
誰
に
も
詳
細
に
解
き
明
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
、
「
故
に
生
天
得
道
経
は
云
う
、
「
杏
杏
冥
冥
た
る
清
静
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ら
の
連
想
で
『
生
天
得
道
経
』
に
言
及
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
道
蔵
』

の
道
、
昏
昏
獣
欺
た
る
太
虚
の
樅
゜
罷
性
は
湛
然
と
し
て
無
所
住
、
色
心
は
都
な
寂
と
し
て
慎
宗
に
一
た
り
』
と
是
れ
な
り
（
故
生
天
得
道
経
云
、

杏
杏
冥
冥
清
静
道
、
昏
昏
獣
獣
太
虚
樅
。
謄
性
湛
然
無
所
住
、
色
心
都
寂
一
慎
宗
是
也
）
」
（
『
同
』
上
]2
0
b
/
0
5
)

と
、
『
生
天
得
道
経
』
が
そ
の
立
場
を
こ
の

明
の
伍
希
徳
・
伍
守
虚
『
仙
佛
合
宗
語
録
』
（
『
道
蔵
輯
要
』
所
収
）
は
、
「
祠
家
」
の
「
播
心
寂
滅
」
に
言
及
し
た
個
所
の
注
釈
で
『
生
天
得
道
経
』

の
「
心
目
内
観
慎
柔
、
…
・
：
自
然
修
度
」
の
句
を
引
い
た
上
で
、
「
佛
経
の
言
う
所
の
佛
理
、
皆
な
此
と
同
じ
（
佛
経
所
言
佛
理
、
皆
輿
此
同
）
」

佛
合
宗
語
録
』
2
l
b
/
0
7
)

と
仏
典
に
説
か
れ
る
道
理
と
同
じ
で
あ
る
と
見
倣
す
。
こ
の
「
描
心
寂
滅
」
の
「
大
用
」
を
説
明
す
る
本
文
に
「
答
え

も
ち

て
曰
く
、
古
に
云
う
、
自
ず
か
ら
天
然
の
箕
火
候
有
り
て
、
柴
炭
及
び
吹
嘘
を
須
い
ず
、
と
（
答
曰
、
古
云
、
自
有
天
然
虞
火
候
、
不
須
柴
炭
及
吹
畦
）
」

（『同』
2
l
b
/
0
7
)

と
「
天
然
慎
火
候
」
と
有
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
大
用
」
自
体
が
内
丹
的
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
そ
こ
か

最
後
に
、
撰
述
時
期
不
明
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
『
震
賓
大
錬
内
旨
行
持
機
要
』
は
、
本
経
を
九
度
唱
え
な
が
ら
「
完
~
」
を
丹
田
に
導
く
と
し
、

(10) 

本
経
の
読
誦
と
そ
れ
に
よ
る
煉
功
と
を
一
体
視
し
て
い
る
（
『
霊
賓
大
錬
内
旨
行
持
機
要
」
O
l
a
/0
 2
)

。

こ
の
様
に
、
冗
生
天
得
道
経
』

の
内
容
が
注
目
さ
れ
て
い
る
場
合
で
は
、
内
丹
的
観
点
、
死
者
の
魂
塊
の
救
済
の
観
点
、
飲
食
の
節
制
等
の

養
生
の
観
点
、
仏
教
と
の
共
通
性
の
観
点
等
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
現
在
確
認
さ
れ
る
資
料
か
ら
言
え
ば
、
概
ね
金
・
南
宋

以
降
に
限
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
全
真
教
の
場
合
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
-
―
-
）
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
所
引
経
文
に
就
い
て

(11) 

次
に
「
佛
道
圏
文
碑
」
所
引
経
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
長
安
国
子
監
か
ら
出
た
と
さ
れ
る
本
「
碑
」
に
は
北
宋
太
平
興
国
五
年
（
九
八
0
)

の
記
述
が
有
り
、
程
章
燦
氏
に
由
っ
て
「
佛
道
圏
文
碑
」
と
命
名
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
本
「
碑
」
が
引
く
『
生
天
得
道
経
』
経
文
は

様
に
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
。

『仙
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昏
昏
黙
黙
、
政
以
無
為
、
古
今
都
忘
（
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
）

と
、
『
道
蔵
』
本
で
は
「
虚
白

(11
道
）
」
が
「
古
今
」
を
超
越
し
て
常
存
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
で
は
、
そ
の
「
古

今
」
を
忘
れ
去
る
べ
き
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
点
に
も
窺
え
る
。
又
、
『
道
蔵
』
本
の
、

善
男
子
善
女
人
、
依
憑
齋
戒
、
作
是
津
梁
一
切
有
為
、
顕
諸
慎
路
（
『
道
蔵
」
本
）

と
些
か
読
み
に
く
い
「
作
是
津
梁
一
切
有
為
」
と
い
う
個
所
が
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
で
は
、

乞
作
強
縁
一
切
有
為
（
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
）

昏
昏
黙
黙
、
正
達
無
為
、
古
今
常
存
（
『
道
蔵
』
本
）

）
と
は
、

本
と
大
き
く
異
な
る
。
こ
う
し
た
石
刻
資
料
と
伝
世
資
料
と
の
間
に
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
の

場
合
、
併
せ
て
刻
さ
れ
て
い
る
『
太
上
老
君
常
清
静
経
』
『
太
上
昇
元
消
災
護
命
経
』
が
『
道
蔵
』
所
収
テ
ク
ス
ト
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
『
生
天
得
道
経
』

の
み
が
杜
撰
な
作
業
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
恐
ら
く
は
「
佛
道
圏
文
碑
」
が
収
録
し
た
様
な
内
容
の
『
生

以
下
、
細
か
い
字
旬
の
異
同
は
措
き
、
比
較
的
大
き
な
違
い
を
見
る
な
ら
ば
、

即
引
太
和
慎
煕
、
注
潤
身
田
・
五
臓
六
腑
、
心
目
内
観
、
慎
煕
所
有
（
『
道
蔵
』
本
）

則
引
太
和
清
浮
道
氣
、
令
入
身
心
、
則
以
心
眼
内
観
、
空
無
有
物
（
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
）

『
道
蔵
』
本
で
は
「
太
和
慎
煕
」
を
「
身
田
・
五
臓
六
腑
」
へ
と
注
ぎ
、
そ
の
「
箕
完
~
」
の
有
り
様
を
「
内
観
」
す
る
と
有
る
が
、
「
佛
道
圏
文
碑
」

一
切
が
空
で
あ
る
こ
と
を
「
内
観
」
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
『
道
蔵
』
本
は

よ
り
身
体
論
的
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
で
は
万
物
を
空
と
見
る
姿
勢
が
強
く
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の

本
で
は
、
「
清
浮
道
氣
」
を
「
身
心
」
へ
と
導
く
こ
と
で
、

天
得
道
経
』
が
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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能
屏
衆
縁
、
永
除
染
著
、
外
想
不
入
、
内
想
不
出
（
『
道
蔵
』
本
）

更
に
、

な

な

か

と
な
っ
て
い
る
点
に
も
窺
え
る
。
「
乞
」
の
字
は
「
勿
」
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
推
測
が
誤
り
で
な
け
れ
ば
、
「
強
縁
一
切
有
為
を
作
す
勿
れ
」

と
有
為
的
行
為
の
否
定
と
読
め
る
で
あ
ろ
う
。
又
、

皆
得
五
臓
清
涼
、
六
腑
調
泰
、
三
百
六
十
骨
節
之
間
、
有
諸
滞
凝
、
十
悪
之
業
、
百
八
十
煩
悩
之
業
、
衆
苦
罪
源
、
悉
皆
除
蕩
（
『
道
蔵
』
本
）

（
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
）

―
一
毛
孔
中
、
出
諸
生
滅
業
、
十
悪
業
、
百
八
煩
悩
業
、
計
諸
一
根
細
細
出
氣
、
令
諸
罪
根
一
時
遠
送

こ
の
個
所
は
、
五
臓
六
腑
を
整
え
て
、
心
身
か
ら
煩
悩
業
等
を
取
り
去
る
こ
と
を
言
う
点
で
は
同
様
だ
が
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
は
、

つ
の
「
毛
孔
」
か
ら
そ
れ
を
排
出
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
暦
の
道
教
経
典
に
「
一
―
毛
孔
放
大
光
明
」
（
『
道
蔵
』

所
収
『
無
上
内
秘
慎
蔵
経
』
「
恵
澤
品
」
0
2
/
0
9
a
/
0
 7
)

等
i

と

見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
又
、

初
節
飲
食
、
駆
遣
鬼
戸
（
『
道
蔵
』
本
）

須
節
五
穀
、
必
去
―
―
―
戸
（
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
）

『
華
巌
経
』
を
踏
ま
え
た
表
現
と
し
て
見
ら
れ
る
様
に
、
六
朝
＼
磨
の
道
典
に
し
ば
し
ば

と
あ
る
個
所
は
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
の
方
が
、
五
穀
の
節
制
に
よ
る
「
三

P
」
の
除
去
と
い
う
、
よ
り
直
接
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
様
に
、
有
為
を
否
定
し
て
空
無
を
重
ん
じ
る
立
場
、
仏
典
に
基
づ
く
表
現
、
道
教
技
法
の
よ
り
素
朴
な
表
現
等
か
ら
見
る
と
、
「
佛
道

圏
文
碑
」
が
よ
り
早
期
の
テ
ク
ス
ト
を
保
持
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
空
無
を
重
ん
じ
て
い
る
点
で
は
、
共
に
刻
さ
れ
て
い
る

『
太
上
老
君
常
清
静
経
』
『
太
上
昇
元
消
災
護
命
経
』
が
何
れ
も
空
無
を
重
ん
じ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
貫
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

内
除
妄
想
、
外
想
不
入
、
内
想
不
出
（
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
）

従
五
蔵
六
腑
、
三
百
六
十
骨
節
、

―っ
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と
有
る
個
所
は
『
道
蔵
』
本
の
方
が
字
旬
が
整
っ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
、

空
期
五
蘊
、
證
取
三
乗
（
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
）

と
、
「
佛
道
園
文
碑
」
本
の
、
空
の
境
地
に
至
っ
た
後
の
「
證
取
三
乗
」
と
い
う
、
些
か
意
味
を
解
し
に
く
い
個
所
は
、
『
道
蔵
」
本
で
は
「
證

妙
三
元
」
と
「
三
元
」
と
置
き
換
え
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
か
ら
も
、
『
道
蔵
』
本
が
整
理
を
経
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
窺
え
よ
う
。

以
上
の
推
測
に
誤
り
が
無
け
れ
ば
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
本
が
よ
り
早
期
の
テ
ク
ス
ト
内
容
を
保
持
し
て
お
り
、
『
道
蔵
』
本
は
修
改
を
経
た
後

の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
修
改
は
或
は
近
世
に
至
る
読
誦
テ
ク
ス
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
る
過
程
で
進
め
ら
れ
た
も
の
か
と
も
推
測
さ
れ
よ

う
。
『
生
天
得
道
経
』

『
定
襄
金
石
孜
』
巻
一
は
金
朝
「
承
安
五
年
四
月
(
―
二
0
0
)
」
の
記
述
の
あ
る
石
刻
資
料
「
霧
習
墓
瞳
」
を
収
録
す
る
（
以
下
「
墓
幡
」
略
す
）
。

『
生
天
経
頌
解
』

の
変
遷
と
地
域
的
伝
播
に
関
し
て
、
「
佛
道
圏
文
碑
」
は
看
過
出
来
な
い
情
報
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
る
。

の
撰
述
よ
り
も
早
い
時
期
に
立
石
さ
れ
た
可
能
性
を
残
す
資
料
で
あ
る
。
『
定
襄
金
石
孜
』

の
解
説
は
「
元
始
天
尊
」
の
図

像
を
含
む
本
「
墓
瞳
」
は
「
東
霧
村
南
」
に
在
る
と
す
る
。
「
東
霧
村
」
は
現
在
の
山
西
省
析
州
市
定
襄
県
南
王
郷
東
糧
村
に
相
当
し
、
金
朝

――

1
0
0
年
当
時
は
河
東
北
路
析
州
市
定
襄
県
に
属
し
て
い
た
。
即
ち
、
本
「
墓
帷
」
は
当
時
の
北
方
金
朝
山
西
地
区
に
於
い
て
『
生
天
得
道

(

1

2

)

 

経
』
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
具
体
的
資
料
と
言
え
る
。

「
墓
瞳
」
は
冒
頭
で
「
元
始
天
尊
説
生
天
得
道
経
[
経
文
不
録
ご
と
述
べ
た
上
で
、
「
手
徳
公
」
に
関
す
る
記
述
を
始
め
る
o

公
の
姓
は
霧
、
諒
は
習
、
字
は
倣
臣
、
古
襄
東
霧
里
の
出
身
で
あ
る
。
祖
の
名
は
興
、
父
の
名
は
春
、
何
れ
も
農
業
・
養
蚕
を
家
業
と
し

家
財
は
豊
か
で
あ
っ
た
。
公
は
祖
父
の
仕
事
を
受
け
継
ぎ
、
家
業
を
よ
く
治
め
、
蓄
財
は
益
々
増
え
て
い
っ
た
。
公
の
性
格
は
高
潔
で
正
直
、

（
四
）
、
「
霧
習
墓
瞳
」
に
就
い
て

空
其
五
蘊
、
證
妙
―
―
―
元
（
『
道
蔵
』
本
）
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の
り

行
い
も
規
を
外
れ
る
こ
と
は
な
く
、
物
言
い
も
正
し
か
っ
た
。
家
庭
内
で
は
父
兄
に
よ
く
仕
え
、
外
で
は
目
上
に
仕
え
、
霧
一
族
か
ら
そ

の
孝
を
称
え
ら
れ
、
郷
党
か
ら
そ
の
悌
を
称
え
ら
れ
て
い
た
。
友
人
と
の
付
き
合
い
に
は
忠
信
を
心
が
け
、
金
銭
の
や
り
取
り
を
持
ち
込

む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
近
く
に
独
身
者
で
因
っ
て
い
る
者
が
い
れ
ば
、
常
に
穀
物
・
絹
布
な
ど
を
施
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
太
原
府
の
天

慶
観
の
三
宝
元
壇
下
で
太
一
法
録
を
授
か
り
、
守
澄
と
道
号
し
た
。
寺
観
を
修
復
し
た
り
、
新
た
に
廟
宇
を
建
立
す
る
な
ど
を
率
先
し
て

行
っ
た
。
公
は
董
氏
を
姿
っ
た
。
胡
里
の
董
常
の
次
女
で
あ
る
。
彼
女
は
貞
潔
で
、
舅
姑
に
孝
を
尽
く
し
、
又
た
道
教
を
崇
拝
し
た
の
で
、

郷
里
の
人
々
は
皆
な
「
積
善
の
家
に
は
、
必
ず
余
慶
が
有
る
も
の
だ
」
と
言
っ
た
。
…
…
公
の
享
年
は
六
十
四
歳
、
病
に
よ
り
寝
室
で
逝

去
し
た
。
そ
の
子
は
棺
桶
死
衣
装
を
用
意
し
、
蒙
山
の
麓
に
送
り
届
け
埋
葬
し
た
。
又
、
年
月
が
過
ぎ
去
る
の
を
恐
れ
、
父
の
行
い
を
記

し
て
石
に
刻
み
著
そ
う
と
思
い
、
私
を
訪
ね
、
そ
の
文
を
著
す
こ
と
で
父
の
善
行
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
私
は
親
し
く
し
て
い
た

の
で
、
断
る
の
は
不
義
理
と
思
い
、
序
録
し
た
上
で
銘
を
撰
述
し
た
。
そ
の
銘
に
は
、
…
…
。
南
王
里
郷
貢
進
士
外
甥
の
邪
孝
が
撰
し
た
。

承
安
伍
年
四
月
□

□

日
、
次
男
霧
汝
貞
が
建
て
る
（
公
姓
霧
、
緯
習
、
字
倣
臣
、
古
襄
東
霧
里
人
也
。
祖
日
興
、
父
曰
春
、
皆
呂
農
桑
為
務
而
致
富
足
。

公
紹
祖
父
之
業
、
居
家
能
理
、
由
是
蓄
積
愈
増
。
公
性
高
直
、
行
不
踊
方
、
言
不
失
正
。
内
能
事
其
父
兄
、
外
能
事
其
長
上
、
遂
使
宗
族
稲
其
孝
、
郷
黛
稲
其

悌
。
輿
朋
友
交
、
莫
不
呂
忠
信
為
心
、
未
官
以
財
賄
為
念
。
口
隣
里
有
鰊
寡
不
得
其
所
者
、
常
目
粟
用
遺
之
。
又
於
太
原
府
天
慶
観
三
賓
元
壇
下
、
授
太
一
法
録
、

道
琥
日
守
澄
。
至
於
修
飾
寺
観
、
啓
建
廟
宇
、
靡
不
為
首
。
公
姿
董
氏
、
酒
胡
里
董
常
之
次
女
也
。
志
慕
貞
潔
、
孝
承
舅
姑
、
抑
又
欽
崇
道
教
、
伸
郷
人
咸
曰

積
善
之
家
、
必
有
餘
慶
。
…
…
享
年
六
十
有
四
、
因
病
而
歿
於
寝
室
。
其
子
為
之
棺
諄
衣
袋
、
哀
以
送
之
於
蒙
山
之
下
、
而
窄
措
之
。
又
恐
歳
月
這
遠
、
志
其

父
之
行
事
、
欲
目
刻
石
著
紀
、
故
就
於
僕
、
呂
求
其
文
、
用
彰
蕨
善
。
僕
目
至
親
、
義
不
敢
辟
、
諏
巳
次
序
録
之
、
而
後
為
之
銘
。
銘
日
、
…
…
。
南
王
里
郷

(13) 

貢
進
士
外
甥
邪
孝
撰
。
承
安
伍
年
四
月
□

□

日
、
次
男
霧
汝
貞
建
）
。

霧
習
は
当
初
家
業
で
あ
る
養
蚕
に
勤
し
み
、
勤
勉
な
性
格
が
幸
い
し
て
家
計
も
豊
か
で
あ
っ
た
。
友
人
と
の
交
わ
り
は
「
忠
信
」
を
心
が
け
、

独
り
身
で
困
窮
し
て
い
る
者
が
あ
れ
ば
備
蓄
を
進
ん
で
放
出
し
て
い
た
。
「
太
原
府
天
慶
観
三
賓
元
壇
下
」
で
「
太
一
法
録
」
を
授
か
り
、
「
守
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p
.
1
1
9
4
)

。
そ
し
て
、
『
山
西
通
志
』
に
よ
れ
ば
、
「
州
署

天
慶
観
に
在
り
（
州

十
四
人
所
贈
の
詩
有
り
。
碑

雹
習
が
「
太
一
法
録
」
を
伝
授
さ
れ
た
太
原
府
天
慶
観
だ
が
、

山
西
通
志
」
巻
五
十
七
「
古
蹟
一
・
太
原
府
・
太
原
縣
」
。
華
文
書
局
、

澄
」
と
道
号
し
た
。
そ
し
て
、
寺
観
の
修
復
、
廟
宇
の
建
立
を
率
先
し
て
行
っ
た
。
妻
の
董
氏
も
ま
た
貞
潔
に
努
め
舅
姑
に
尽
く
し
、
「
道
教
」

を
信
仰
し
て
い
た
。
以
下
は
一
族
が
繁
栄
し
た
こ
と
を
述
べ
、
霧
習
は
病
に
よ
り
六
十
四
歳
で
逝
去
し
た
と
有
る
。
本
「
墓
瞳
」
は
、
冒
頭
で

言
及
さ
れ
る
『
生
天
得
道
経
』
と
の
関
わ
り
に
就
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
論
上
段
で
確
認
し
た
様
な
『
生
天
得
道
経
』

状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
太
原
府
天
慶
観
で
誦
経
さ
れ
て
い
た
、
或
い
は
、
「
太
一
法
録
」
の
伝
授
の
際
に
伝
授
誦
経
さ
れ
た
、
或
い
は
少

な
く
と
も
、
霧
習
の
日
常
的
信
仰
活
動
に
於
い
て
身
近
な
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
推
測
さ
れ
る
。

―
―1
0
0
年
当
時
の
太
原
府
に
は
、
陽
曲
・
大
谷
•
平
晋
•
清
原
・
楡
次
・

(
1
4
)
 

訪
・
文
水
・
交
城
・
孟
．
壽
陽
・
徐
溝
の
十
一
県
が
属
し
て
お
り
、
金
朝
各
地
に
建
立
さ
れ
た
天
慶
観
の
何
れ
が
太
原
府
天
慶
観
で
あ
る
の

か
特
定
は
出
来
な
い
が
、
例
え
ば
、
「
宋
那
昂
墓
詩
碑
。
西
南
十
里
晋
祠
奉
聖
院
南
。
原
と
上
に
宋
相
寇
準
・
文
彦
博
・
陳
発
佐
・
サ
追
仲
滝
等

陽
曲
縣
天
慶
観
中
に
在
り
（
宋
邪
昂
墓
詩
碑
。
西
南
十
里
晋
祠
、
奉
聖
院
南
。
原
上
有
宋
相
寇
準
・
文
彦
博
・
陳
鹿
佐
・
ザ
池

仲
滝
等
十
四
人
所
贈
詩
。
碑
在
陽
曲
縣
天
慶
観
中
）
」
（
『
中
國
省
志
彙
之
十
―
―
―

年。
p
.
1
1
1
1

上
）
と
、
太
原
府
陽
曲
県
に
天
慶
観
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
無
い
。

の
受
容

一
方
、
そ
も
そ
も
東
霧
村
の
在
る
析
州
市
定
襄
県
に
は
、
元

好
問
「
折
州
天
慶
観
重
建
功
徳
記
」
（
―
二
五
0
年
）
に
依
れ
ば
、
唐
代
に
七
聖
観
と
称
さ
れ
、
後
に
白
鶴
観
と
改
称
さ
れ
、
北
宋
・
大
中
祥
符

―
一
年
の
道
教
制
度
の
整
備
に
よ
り
天
慶
観
と
さ
れ
た
道
観
が
有
る
と
言
う
（
周
烈
孫
・
王
斌
（
校
注
）
『
元
遺
山
文
集
校
注
』
。
巴
蜀
書
社
、
二
0
一
三
年
。

東
門
街
宣
化
坊
に
在
り
。
明
洪
武
初
に
建
て
ら
る
。
／
道
正
司

署
在
東
門
街
宣
化
坊
。
明
洪
武
初
建
／
道
正
司
在
天
慶
観
）
」
（
『
光
緒
山
西
通
志
」
巻
三
十
八
「
公
署
ニ
・
祈
州
」
。

p.777
下
）
と
、
道
正
司
が
後
に
こ
の
天

慶
観
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
霧
習
の
出
身
地
で
あ
る
東
雹
村
近
辺
は
一
定
程
度
の
道
教
が
整
備
さ
れ
て
い
た
地
区
で
あ
る
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
太
原
府
天
慶
観
で
「
太
一
法
録
」
を
授
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
当
時
の
授
録
制
度
と
の
関
係
に
由
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
六
九
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『
定
襄
金
石
孜
』

期
と
言
え
る
。

(
1
5
)
 

の
解
説
は
続
け
て
、
承
安
四
年
の
「
高
忠
墓
瞳
」
に
拠
る
と
、
高
忠
と
妻
の
李
氏
も
「

i

粛
慎
人
壇
下
」
で
「
太
一
法
録
」

を
授
か
っ
た
と
あ
り
、
近
隣
地
区
の
同
時
期
の
入
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
授
か
っ
た
法
録
や
教
え
も
同
じ
も
の
で
あ
り
、
「
前
置
~
人
」
は
天
慶
観

こ
れ
ら
資
料
に
見
ら
れ
る
「
太
一
法
録
」
に
就
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
北
方
で
活
動
し
て
い
た
太
一
道
の
「
太
一
三
元
法
録
」
が
直
ち
に
想

起
さ
れ
る
所
で
あ
ろ
う
。
太
一
道
に
就
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
陳
垣
、
窪
徳
忠
、
卿
希
泰
各
氏
の
研
究
に
よ
り
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
解

(
1
6
)
 

明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
に
拠
れ
ば
、
開
祖
ふ
粛
抱
珍
か
ら
五
祖
・
篇
居
壽
の
間
に
河
南
・
河
北
を
中
心
に
信
仰
活
動
を
拡
大
し
て
い
た
太
一

道
は
、
金
朝
一
―

-
0
0
年
当
時
は
三
祖
．

i

粛
志
沖
の
時
代
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
期
は
、
泰
和
五
年
(
-
―

1
0
五
）
に
金
・
章
宗
が
嘔
州
太
清

宮
で
再
度
の
祈
皇
嗣
を
行
い
、
そ
の
後
、
粛
志
沖
に
中
都
太
極
宮
の
主
持
を
命
じ
て
い
る
。
又
、
泰
和
七
年
(
―
二
0
七
）
に
簾
志
沖
は
穣
鰹

災
を
執
り
行
い
、
道
教
提
点
に
任
ぜ
ら
れ
、
元
通
大
師
の
号
を
賜
っ
て
い
る
。
即
ち
、
太
一
道
が
一
定
程
度
の
公
的
活
動
を
確
保
し
て
い
た
時

太
一
教
は
「
太
一
三
元
法
録
」
を
以
っ
て
知
ら
れ
る
符
録
派
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
太
一
―
二
元
法
録
」
は
一
般
人
が
修
習
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、

一
般
的
斎
戒
科
儀
に
於
け
る
符
録
と
は
異
な
り
秘
密
裡
に
伝
授
さ
れ
る
も
の
で
、
教
主
以
外
は
知
り
得
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
太

一
三
元
法
録
」
を
伝
嗣
の
「
衣
鉢
」
と
見
る
立
場
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
太
一
道
に
関
連
す
る
諸
文
献
に
見
ら
れ
る
「
録
」
に
は
、
所
謂
「
衣

鉢
」
を
意
味
す
る
も
の
か
ら
、
在
俗
信
者
に
授
け
ら
れ
る
も
の
ま
で
、
様
々
な
性
質
の
も
の
が
混
在
し
て
お
り
、
陳
垣
氏
の
解
釈
に
も
幅
が
見

(18) 

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
墓
瞳
」
に
見
ら
れ
る
「
太
一
法
録
」
が
太
一
道
で
伝
授
さ
れ
る
一
般
的
法
録
で
あ
る
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
の
だ
が
、
当
時
の
太
一
道
の
活
動
地
区
が
主
と
し
て
河
南
•
河
北
に
限
ら
れ
、
山
酉
地
区
で
の
活
動
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、

天
慶
観
主
師
が
「
癖
箕
人
」
と
癖
姓
と
さ
れ
て
い
る
が
、
太
一
道
で
癖
姓
を
名
乗
る
の
は
祖
師
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
癖
慎
人
」
が
太
一

道
祖
師
と
は
無
関
係
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
こ
と
等
か
ら
、
霧
習
・
高
忠
等
の
在
俗
信
者
夫
婦
が
太
一
道
の
法
録
を
伝
授
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く

主
師
で
あ
ろ
う
か
、
と
推
測
し
て
い
る

(
p
.
9
2
2
)

。
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こ
の
時
、
元
始
天
尊
は
玉
清
聖
境
の
清
微
天
宮
の
鬱
羅
篇
台
の
森
羅
浄
私
の
上
で
、
虚
無
自
然
で
あ
り
な
が
ら
有
為
の
真
聖
の
姿
を
現
し
、

『
得
道
了
身
経
』
冒
頭
は
次
の
様
に
始
ま
る
。

用
す
る
に
留
ま
る
。

い
で
あ
ろ
う
。
残
る
可
能
性
は
、
「
太
一
法
録
」
の
語
が
旧
来
の
道
教
の
法
録
の
略
称
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
唐
代
の
撰
と
さ
れ
る
「
太

上
三
五
正
一
盟
威
録
」
に
は
、
「
太
一
正
一
童
子
一
将
軍
録
品
第
一
、
太
一
正
一
童
子
十
将
軍
録
品
第
二
」
以
下
、
「
太
一
正
一
」
の
語
を
冠
す

る
録
が
多
数
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
録
の
何
等
か
の
総
称
或
は
略
称
が
「
太
一
法
録
」
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
金
帝
室
が
全
真
教

を
初
め
と
す
る
新
出
の
道
教
と
の
関
わ
り
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
山
西
地
区
で
は
旧
来
の
道
教
の
伝
録
も
依
然
と
し
て
維

持
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
『
生
天
得
道
経
』
は
こ
う
し
た
旧
来
の
道
教
の
継
承
の
中
で
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で

以
上
の
検
討
に
大
過
が
無
い
と
す
れ
ば
、
「
生
天
得
道
経
』
は
南
宋
以
降
、
旧
来
の
道
教
か
ら
重
視
さ
れ
る
と
同
時
に
、
金
朝
領
土
内
で
も

受
容
さ
れ
て
お
り
、
新
出
の
全
真
教
も
着
目
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
本
経
の
撰
述
時
期
は
北
宋
九
八
0
年
以
前
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
無
い
が
、
こ
う
し
た
受
容
状
況
と
諸
文
献
の
引
用
状
況
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
九
八
0
年
を
さ
程
遡
る
こ
と
の
無
い
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。

『
生
天
得
道
経
」
は
『
道
蔵
』
に
は
『
元
始
天
尊
説
得
道
了
身
経
』
（
以
下
『
得
道
了
身
経
」
と
略
す
）
と
「
二
経
同
巻
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

(
1
9
)
 

両
経
の
撰
述
時
期
は
異
な
る
と
さ
れ
る
。
『
生
天
得
道
経
』
と
は
異
な
り
、
現
行
『
道
蔵
」
所
収
文
献
で
『
得
道
了
身
経
』
に
言
及
す
る
も
の

は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
い
。
僅
か
に
『
道
蔵
輯
要
』
所
収
の
明
・
伍
希
徳
著
、
伍
守
虚
校
注
『
仙
佛
合
宗
語
録
』
の
「
吉
王
朱
太
和
十
九
問
」
「
長

沙
王
朱
星
垣
二
問
」
、
同
『
天
仙
正
理
直
論
増
註
」
「
火
候
経
第
四
」
「
煉
己
直
論
第
五
」
「
胎
息
直
論
第
九
」
等
が
現
行
本
と
一
致
す
る
文
を
引

あ
る
。

結
語
に
代
え
て
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『
得
道
了
身
経
』
に
は
そ
の
他
の
道
教
文
献
と
一
致
す
る
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
先
ず
、
上
記
冒
頭
に
続
く
個
所
は
、
『
太
上
老

(20) 

君
内
日
用
妙
経
』
（
『
道
蔵
』
所
収
。
以
下
『
日
用
経
」
と
略
す
）
と
多
く
一
致
す
る
。
両
文
献
の
冒
頭
は
「
夫
修
錬
了
身
、
飲
食
有
則
」
（
『
得
道
了
慎

経』
O
l
a
/
0
 7
)

、
「
夫
日
用
者
、
飲
食
則
定
」
（
『
日
用
経
』
O
l
a
/0
 2
)

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
題
に
沿
う
書
き
出
し
と
な
っ
て
い
る
が
、
何
れ
も
「
飲
食
」

の
節
制
を
重
視
す
る
。
「
飲
食
」
の
節
制
に
就
い
て
は
、
『
生
天
得
道
経
』
を
引
く
後
世
の
幾
つ
か
の
文
献
が
重
視
し
て
い
た
事
例
を
確
認
し
た
。

即
ち
、
『
日
用
経
』
と
『
得
道
了
慎
経
』

『
日
用
経
』
と
『
得
道
了
慎
経
』

想
入
ら
ず
、
内
想
出
ず
、

の
撰
述
自
体
が
『
生
天
得
道
経
』

の
撰
述
時
期
の
前
後
関
係
は
明
白
で
は
な
い
。
『
得
道
了
身
経
』
は
、
「
飲
食
」
の
節
制
か
ら
始
ま
り
、
「
外

一
念
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
萬
事
倶
に
忘
（
外
想
不
入
、
内
想
不
出
、
莫
起
一
念
、
萬
事
倶
忘
）
」
（
『
得
道
了
身
経
』
―

ol
芝
lo)

れ
る
段
階
を
経
て
「
性
の
定
ま
り
命
の
住
ま
り
、
性
命
雙
全
、
形
神
倶
妙
、
道
と
慎
を
合
す
（
性
定
命
住
、
性
命
雙
全
、
形
神
倶
妙
、
典
道
合
慎
）
」
（
『
同
』

l
b
/
0
3
)

る
段
階
へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
言
い
、
そ
の
過
程
で
「
心
火
は
下
降
し
、
腎
水
は
上
昇
す
（
心
火
下
降
、
腎
水
上
昇
）
」
（
『
同
」
O
l
b
/
0
8
)

る

内
丹
を
言
う
。
「
三
千
日
」
の
煉
成
を
経
て
「
箕
身
」
を
完
成
し
、
「
生
死
を
脱
離
」
し
た
結
呆
、
「
全
員
道
果
」
を
達
成
す
る
（
『
同
」
0
2
a
/
0
2
)

。

は
『
生
天
得
道
経
』
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

元
始
の
無
極
大
道
を
広
め
、
混
沌
が
分
か
れ
る
前
の
先
天
の
奥
深
い
真
理
を
説
き
明
か
し
、
清
静
無
為
の
全
真
大
道
を
論
じ
た
。
諸
天
仙

衆
の
た
め
に
、
こ
の
「
生
天
得
道
全
慎
了
身
経
」
を
説
い
た
の
だ
（
爾
時
元
始
天
尊
、
在
玉
清
聖
境
清
微
天
宮
、
鬱
羅
篇
豪
之
中
、
森
羅
浮
弘
之
上
、

現
虚
無
自
然
有
為
箕
聖
相
、
恢
元
始
無
極
大
道
、
間
揚
混
沌
未
分
先
天
慎
奥
妙
、
論
清
静
無
為
全
奨
大
道
。
為
諸
天
仙
衆
、
説
此
生
天
得
道
全
演
了
身
経
）
（
『
得

道
了
身
経
』
O
l
a
/
0
 2
)
 

「
元
始
天
尊
」
が
当
該
経
典
の
名
を
「
生
天
得
道
全
慎
了
身
経
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
『
生
天
得
道
経
』
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

『
生
天
得
道
経
』

の
「
略
啓
身
心
」
と
言
う
経
旨
が
「
生
天
得
道
全
慎
了
身
経
」
と
い
う
経
題
に
見
て
取
れ
る
。
又
、
『
得
道
了
身
経
』
に
―
一
度

見
ら
れ
る
「
外
想
不
入
、
内
想
不
出
」
の
語
も
『
生
天
得
道
経
』
に
見
ら
れ
た
。
即
ち
、
撰
述
時
期
・
背
景
は
異
な
る
も
の
の
、
『
得
道
了
身
経
』

の
受
容
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
窺
え
る
。
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そ
し
て
、
「
慎
神
仙
胎
」
の
完
成
の
た
め
に
「
飲
食
」
の
節
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
逆
に
「
飲
食
を
不
節
制
」
す
る
と
「
聖
胎
」
は
完
成
し

な
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
（
『
同
』
0
2
b
/
0
6
)

。
『
得
道
了
慎
経
」
の
こ
れ
以
後
は
具
体
的
な
煉
丹
用
語
が
列
挙
さ
れ
、
『
日
用
経
』
と
は
一
致
し

な
く
な
る
。
「
日
用
経
』
は
後
半
に
進
む
ほ
ど
個
条
書
き
的
な
記
述
が
目
立
ち
、
文
と
し
て
の
纏
ま
り
が
弱
く
な
る
。
例
え
ば
、
「
得
観
内
境
、

神
自
言
語
…
…
妙
哉
、
玄
之
又
玄
」
（
『
日
用
経
」
O
l
b
/
0
4
)

の
部
分
は
、
前
後
の
文
意
の
繋
が
り
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
文
献

次
に
、
元
・
李
道
純
（
―
二
八
八
i
-
―
―
1
0
六
頃
）
の
『
中
和
集
』
巻
三
「
問
答
語
録
」
に
も
『
得
道
了
慎
経
』
と
類
似
の
内
容
が
見
ら
れ
る
。

『
得
道
了
身
経
』
は
、
上
述
し
た
様
に
「
聖
胎
」
の
達
成
の
た
め
の
具
体
的
方
法
を
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
中
和
集
』
は
弟
子
に
対
す
る
李

道
純
の
説
明
と
し
て
、
「
身
心
」
を
比
喩
す
る
「
種
種
異
名
」
を
列
挙
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
は
明
ら
か
に
共
通
の
内
容
を
含
む
。

特
に
留
意
さ
れ
る
の
は
、
『
得
道
了
身
経
』
の
「
中
宮
胎
意
為
黄
婆
、
金
情
木
性
為
夫
婦
。
…
…
一
性
掻
情
、
為
金
木
併
。
陰
陽
還
返
、
為
水
火
交
。

火
興
木
同
源
、
雨
性
一
家
。
南
二
東
三
同
成
五
、
南
二
心
神
火
也
、
東
三
肝
木
性
也
、
此
是
火
生
於
木
也
。
水
輿
金
同
源
、
雨
性
一
家
、
北
一

西
四
同
成
五
、
北
一
腎
精
水
也
、
西
四
肺
金
情
也
、
此
是
水
生
於
金
也
。
中
五
屡
土
、
土
者
意
也
」
（
『
得
道
了
身
経
』
0
3
b
/
0
7
)

の
部
分
で
あ
る
。

ほ
ぽ
同
様
の
内
容
が
『
中
和
集
』
に
も
見
ら
れ
（
「
中
和
集
』
0
3
/
2
0
a
/
1
0

以
下
）
、
『
中
和
集
』
の
こ
の
部
分
は
孫
功
進
氏
の
一
連
の
研
究
に
拠
る
と
、

『
周
易
参
同
契
』
の
「
三
五
輿
こ
「
三
物
一
家
」
説
と
『
悟
慎
篇
』
の
「
三
家
相
見
」
説
に
基
づ
い
て
李
道
純
が
整
理
し
た
煉
丹
思
想
と
さ
れ

(
2
1
)
 

る
。
現
存
資
料
に
拠
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
説
は
李
道
純
撰
述
文
献
に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
『
得
道
了
身
経
」
の
撰
述
は
李
道
純
以
降

と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
、
『
得
道
了
身
経
』
は
十
三
＼
十
四
世
紀
に
か
け
て
李
道
純
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
内
丹
説
を
踏
ま
え
て
撰
述

こ
の
様
に
見
る
と
、
『
得
道
了
身
経
』
と
い
う
文
献
は
、
『
生
天
得
道
経
」
を
踏
ま
え
、
『
日
用
経
』
と
共
通
の
内
容
を
含
み
、
李
道
純
が
整

理
し
た
煉
丹
思
想
を
踏
ま
え
る
な
ど
、
幾
つ
か
の
先
行
文
献
・
思
想
を
踏
ま
え
、
「
性
命
雙
全
、
形
神
倶
妙
」
「
全
i

県
道
果
」
と
い
う
全
真
教
の

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

か
ら
必
要
個
所
の
み
を
抜
粋
し
て
列
挙
し
た
か
の
様
な
印
象
す
ら
受
け
る
。



196 (21) 

る。
遂
行
と
い
う
観
点
か
ら
纏
め
ら
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
生
天
得
道
経
』
が
、
読
誦
の
対
象
と
し
て
広
く
受
容
さ
れ

る
一
方
、
思
想
的
材
料
と
し
て
も
そ
の
後
の
道
典
に
影
響
を
与
え
、
全
真
教
も
そ
れ
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

（注）
(
l
)

任
卿
愈
王
編
『
道
蔵
提
要
（
修
訂
版
）
』
（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
は
『
生
天
得
道
経
』
の
撰
述
時
期
を
明
言
し
て
い
な
い

(p.24)
。

ぞ
istofer
S
c
h
i
p
p
e
r
 &
 Fr
a
n
c
i
s
c
u
s
 Verellen, 
J!i逗
宰

成

耳

坦

芸

1
'
T
h
e
Taoist C
a
n
o
n
:
A
 H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 C
o
m
p
a
n
i
o
n
 to 
the D
a
o
z
a
n
g
 ,
 
T
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 o
f
 C
h
i
c
a
g
o
 

Press,2 0
0
4
は
『
金
石
茉
編
』
巻
―
二
五
が
収
録
す
る
「
大
宋
太
平
興
匿
五
年
」
刻
碑
文
が
『
生
天
得
道
経
』
に
言
及
し
、
宋
の
『
秘
書
省
日
録
』
に
言

及
が
見
ら
れ
、
宋
代
の
科
儀
書
に
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
の
撰
と
す
る

(
p
p
.
5
5
5
,
 5
5
6
)

。
丁
培
仁
『
増
注
新
修
道
蔵
目
録
』
（
巴
蜀
書
社
、

二
0
0
七
年
）
は
唐
の
撰
と
す
る

(
p
.
1
2
3
)
。
一
方
、
濯
雨
廷
『
濯
雨
廷
著
作
集
道
蔵
書
目
提
要
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
―

0
0
三
年
）
は
『
生
天
得

道
経
』
を
唐
以
後
の
撰
と
推
測
し
つ
つ
も

(
p
.
1
3
0
)
、
本
論
後
段
で
見
る
『
得
道
了
身
経
』
を
『
生
天
得
道
経
』
と
同
一
作
者
の
撰
と
し
、
宋
代
頃
に
一
―

つ
に
分
か
れ
た
と
推
測
す
る

(
p
.
1
3
1
)
。
唐
以
降
、
恐
ら
く
は
宋
代
に
於
い
て
撰
述
さ
れ
た
本
経
が
何
ら
か
の
理
由
で
二
経
に
分
割
さ
れ
た
、
と
い
う
見

解
で
あ
ろ
う
。
簾
登
福
『
正
統
道
蔵
継
目
提
要
』
（
文
津
出
版
社
有
限
公
司
、
二

0
1
―
年
）
は
大
略
唐
代
の
撰
と
す
る

(p.36)
。

(
2
)
拙
著
『
唐
初
道
教
思
想
史
研
究
ー
『
太
玄
慎
一
本
際
経
』
の
成
立
と
思
想
ー
』
「
第
四
章
『
本
際
経
』
の
体
裁
に
つ
い
て
」
（
平
築
寺
書
店
、
一
九
九
九

年
）
を
参
照
。

(
3
)
道
家
道
教
思
想
に
於
け
る
内
外
の
関
わ
り
に
就
い
て
は
、
拙
著
『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』
（
汲
古
書
院
‘
―

1
0
―
二
年
。

p
.
2
3
以
下
）
を
参
照
。

(
4
)
張
凱
「
白
雲
観
道
士
一
日
」
（
『
世
界
宗
教
文
化
』
―

1
0
0
0
年
第
四
期
）
、
甘
紹
成
「
青
城
山
道
教
科
儀
演
禍
程
序
輿
音
築
安
排
」
（
『
中
國
音
築
（
季

刊
）
』
‘
―

1
0
0
三
年
第
四
期
）
等
を
参
照
。

(
5
)

「
佛
道
圏
文
碑
」
に
就
い
て
の
詳
細
な
紹
介
は
、
程
章
燦
「
宋
代
石
刻
刻
工
輯
補
」
（
『
文
猷
』
一
九
九
四
年
第
四
期
）
、
李
恥
「
闘
於
九
六
八
年
京
兆
府

國
子
監
裡
的
『
佛
道
圏
文
碑
』
」
（
『
考
古
典
文
物
』
二

0
―
一
年
第
三
期
）
等
を
参
照
。
こ
れ
ら
に
拠
れ
ば
、
「
陰
符
経
」
が
乾
徳
六
年
（
九
六
八
）
に
、

「
太
上
老
君
常
清
静
経
、
太
上
昇
元
消
災
護
命
経
、
太
上
天
尊
説
生
天
得
道
経
」
が
太
平
興
国
五
年
（
九
八

0
)
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
刻
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。
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(
6
)
柳
存
仁
「
五
代
到
南
宋
時
的
道
赦
齋
醜
」
（
『
和
風
堂
文
集
中
』
所
収
。
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
は
、
遅
く
と
も
南
宋
に
至
る
ま
で
に
齋

礁
法
事
を
執
り
行
う
者
が
念
誦
す
る
道
教
経
典
に
は
『
度
人
経
』
『
洞
玄
霊
賓
自
然
九
天
生
神
玉
章
経
』
『
太
上
洞
玄
霙
賓
救
苦
抜
罪
妙
経
』
『
太
上
九
慎
妙

戒
金
録
度
命
抜
罪
妙
経
』
『
元
始
天
尊
説
生
天
得
道
経
』
等
が
含
ま
れ
、
霊
宝
系
経
典
の
勢
力
が
強
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が

(
p
p
.
7
5
5
,
 

7
5
6
)

、
そ
の
時
期
は
若
干
早
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

(
7
)
「
洞
元
虚
静
大
師
申
公
提
勁
墓
誌
銘
」
は
、
申
志
貞
が
「
超
然
子
王
君
」
と
活
動
を
と
も
に
し
た
時
期
を
一
―
一
四

0
年
以
前
の
こ
と
と
記
す
（
『
甘
水
仙

源
録
』

8
/
2
6
b
/
0
3
)

。

(
8
)
『
太
極
祭
錬
内
法
』
に
就
い
て
は
、
横
手
裕
「
一
人
で
行
う
亡
魂
救
済
ー
鄭
思
肖
の
太
極
祭
錬
内
法
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
―

1
0
号
‘
―

1
0
0
八
年
）
を

参
照
。
又
、
劉
陶
「
『
太
上
洞
玄
霙
賓
浮
妙
経
』
考
察
」
（
『
宗
教
學
研
究
』
―

1
0
一
九
年
第
一
期
（
穂
第
一
―
―
―
一
期
）
）
は
、
唐
代
の
撰
と
目
さ
れ
る
『
太

上
洞
玄
霊
賓
淫
妙
経
』
の
思
想
を
『
太
極
祭
錬
内
法
』
の
原
型
と
す
る
。

(
9
)
『
北
斗
本
命
延
生
経
』
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
明
昌
一
一
年
碑
文
『
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
経
』
に
つ
い
て
」
（
『
文
彩
』
第
十
四
号
、
―

1
0
一
八

年
）
を
参
照
。
尚
、
鄭
志
明
「
『
太
上
玄
震
賓
北
斗
本
命
延
生
慎
経
』
的
星
斗
崇
拝
」
（
濯
崇
賢
・
梁
発
主
編
『
道
教
輿
星
斗
信
仰
』
所
収
。
斉
魯
書
社
、

―
1
0
一
四
年
）
は
玄
元
慎
人
註
を
元

1
明
の
撰
、
李
建
徳
「
「
北
斗
経
』
注
本
之
生
命
哲
學
探
析
ー
上
」
（
『
武
廟
』
十
二
。
―

1
0
一
七
年
）
は
宋
代
の
撰

(
p
p
.
1
7
 ,
 19
)

、
三
浦
國
雄
「
若
杉
家
本
『
北
斗
本
命
延
生
経
』
に
つ
い
て
」
（
「
東
方
宗
教
』
―
二
三
号
、
二

0
一
四
年
）
は
南
宋
以
降
の
撰
、
簾
登
福
『
正

統
道
蔵
穂
目
提
要
』
は
宋
代
の
撰

(
p
.
7
2
7
)

と
す
る
。

(10)

そ
の
他
、
元
末
の
部
栴
・
章
希
賢
『
道
法
宗
旨
圏
術
義
』
に
も
「
元
始
生
天
得
道
経
日

1
」
(
『
道
法
宗
旨
圏
術
義
』
下
[O
l
b
/
0
1
)

と
引
用
が
見
ら
れ
る
。

(
I
I
)
「
佛
道
圏
文
碑
」
は
北
京
図
書
館
金
石
組
編
『
北
京
圏
書
館
蔵
中
國
歴
代
石
刻
拓
本
彙
編
第
三
十
七
冊
北
宋
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

0
年）

収
録
に
拠
る
。

(12)
本
石
刻
史
料
に
就
い
て
は
、
王
新
英
「
金
代
喪
葬
證
俗
學
要
ー
以
金
大
石
刻
資
料
為
中
心
」
（
『
遼
寧
省
博
物
館
館
刊
』
二

0
一
三
年
）
に
言
及
が
有
る
。

(13)

『
定
襄
金
石
孜
』
巻
一
所
収
。
『
遼
金
元
石
刻
全
編
―
-
』
所
録
に
依
る
（
北
京
圏
書
館
出
版
社
、
二

0
0
三
年
。

p
p
.
9
2
1
,
 92
2
)

。

(14)

李
昌
憲
『
金
代
行
政
幅
劃
史
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
―

1
0
一
五
年
。
p
p
.
3
3
1
,
 33
3
)

を
参
照
。

(
1
5
)
「
高
忠
墓
」
自
体
は
未
確
認
で
あ
る
。

(
1
6
)
陳
垣
『
南
宋
河
北
新
道
教
考
』
「
巻
四
太
一
篇
」
（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
版
。

p
.
1
1
0

以
下
）
、
窪
徳
忠
『
道
教
史
』
「
第
五
章

2
、
太
一
教
と
真

大
道
教
」
（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年
版
）
、
卿
希
泰
『
中
國
道
教
史
第
三
巻
（
修
定
版
）
』
「
第
八
章
道
教
在
金
輿
南
宋
的
登
展
・
改
革
及
道
派
文

化
」
「
第
一
節
癖
抱
珍
輿
太
一
赦
的
創
立
。
太
一
教
的
基
本
特
徴
及
其
在
金
代
的
発
展
」
（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
。
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(17)
宋
福
利
「
太
一
赦
―
一
代
教
主
嗣
教
及
赦
派
分
合
考
證
」
（
『
新
郷
學
院
學
報
』
第
三
三
巻
第
一
期
、
―

1
0
一
六
年
）
。

(18)

例
え
ば
、
王
若
虚
「
清
虚
太
師
侯
公
墓
硯
」
、
同
「
太
一
三
代
度
師
諧
公
墓
表
」
に
拠
る
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
の
見
解

(
P
・
1
1
2
、
P
・
1
2
1
)

等。

尚
、
太
一
道
の
根
幹
を
占
め
る
「
太
一
三
元
法
録
」
の
実
態
は
不
明
だ
が
、
卿
希
泰
は
「
太
一
神
」
を
呼
び
出
し
制
御
す
る
「
符
録
」
と
「
天
、
地
、
水

三
官
」
の
「
神
」
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
（
『
中
國
道
赦
史
第
三
巻
』

p
.
4
、
p
.
5
)

。
一
方
、
劉
仲
宇
は
『
三
元
布
経
』
に
由
来
す
る
「
検
天
・
検
仙
・
検

地
」
と
推
測
す
る
（
『
道
教
授
録
制
度
研
究
』
「
第
三
章
授
録
制
度
在
古
代
社
會
中
的
演
髪
（
下
）
」
。
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
―

1
0
一
四
年
。

p
.
1
2
7

以

下）。

(19)

『
道
蔵
提
要
』
は
『
得
道
了
身
経
』
の
撰
述
時
期
を
金
元
の
際
の
全
真
教
の
撰
と
し

(
p
.
2
5
)

、
「
性
命
雙
修
」
、
「
全
i

県
道
果
」
、
「
全
澳
無
為
」
、
「
神
全
無

欠
為
全
慎
」
等
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
そ
の
根
拠
と
す
る

(
p
.
2
5
)

。
『
道
蔵
通
考
』
は
『
得
道
了
身
経
』
に
就
い
て
は
撰
述
時
期
を
明
言
し
て
い
な
い

が
、
「
3
・
B
.
9
T
h
e
 Q
u
a
n
z
h
e
n
 O
r
d
e
r
」
に
分
類
し
て
い
る
以
上
、
全
真
教
文
献
と
見
倣
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
無
い
。
『
増
注
新
修
道
蔵
目
録
』
は
「
得

道
了
身
経
』
を
金
元
の
際
の
全
真
教
経
典
と
す
る
。
『
道
蔵
書
目
提
要
』
の
見
解
に
就
い
て
は
注

(
l
)

を
参
照
。
『
正
統
道
蔵
総
目
提
要
』
は
撰
者
を
金

元
の
間
の
全
真
教
道
士
と
す
る

(
p
.
3
6
)

。

(20)

『
道
蔵
通
考
』
は
『
日
用
経
』
を
全
真
教
文
献
と
見
倣
し
、
撰
述
時
期
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
元
末
明
初
の
董
漠
醇
『
群
仙
要
語
纂
集
』
と

一
部
一
致
す
る
と
指
摘
す
る
。
『
道
蔵
提
要
』
は
撰
述
時
期
に
就
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
本
経
の
「
姉
妹
篇
」
と
す
る
『
太
上
老
君
外
日
用
妙
経
』

に
就
い
て
宋
元
の
間
の
撰
と
推
測
す
る

(
p
.
4
6
2
)

。
し
か
し
、
『
外
日
用
妙
経
』
は
全
体
が
三
字
旬
か
ら
な
り
、
明
ら
か
に
読
誦
を
念
頭
に
於
い
た
撰
述
で

あ
り
、
題
目
の
類
似
性
以
外
に
は
『
日
用
妙
経
』
と
の
共
通
点
は
無
い
様
に
思
わ
れ
る
。
呉
保
春
・
蓋
建
民
「
道
教
建
築
意
境
輿
道
教
罷
道
行
法
闘
係
範

式
考
論
—
以
龍
虎
山
天
師
府
為
中
心
」
（
『
世
界
宗
教
研
究
』
―
1
0
一
七
年
第
三
期
）
は
、
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
が
『
日
用
経
』
を
唐
代
頃
の
撰
と
す
る

(
p
.
9
1

、
注
⑤
）
。
『
増
注
新
修
道
蔵
目
録
』
は
、
曾
悔
『
道
櫃
』
「
甲
庚
篇
」
が
誤
っ
て
「
太
上
内
日
月
経
」
と
引
く
も
の
が
『
日
用
経
』
に
相
当
す
る
こ

と
か
ら
、
『
日
用
経
』
を
北
宋
の
撰
と
す
る

(
p
.
1
3
7
)

。
し
か
し
、
『
道
櫃
]
「
甲
庚
篇
」
が
引
く
「
太
上
内
日
月
経
」
の
内
容
は
現
行
『
日
用
経
』
と
は
一

致
し
な
い
た
め
、
丁
氏
の
見
解
は
保
留
と
し
た
い
。
『
正
統
道
蔵
穂
目
提
要
』
は
社
会
道
徳
が
強
調
さ
れ
て
い
た
北
宋
時
代
の
撰
と
す
る

(
p
.
6
3
3
)

。

(21)

孫
功
進
「
李
道
純
丹
道
易
學
思
想
浅
探
」
（
『
周
易
研
究
』
―

1
0
0
九
年
第
一
一
期
）
、
同
「
李
道
純
内
丹
思
想
的
特
色
」
（
『
聯
城
大
學
學
報
（
社
會
科
學

版
）
』
―

1
0
0
九
年
第
一
期
）
、
同
「
李
道
純
内
丹
性
命
思
想
探
析
」
（
『
集
美
大
學
學
報
（
哲
学
社
會
科
學
版
）
』
第
一
―
一
巻
第
三
期
、
二

0
0
九
年
）
、
同

「
李
道
純
易
學
視
野
下
的
内
丹
煉
養
論
」
（
『
東
岳
論
叢
』
第
三
五
巻
第
二
期
、
二

0
一
四
年
）
等
。
又
、
婉
頸
『
李
道
純
道
敦
思
想
研
究
』
（
『
中
展
學
術

思
想
研
究
輯
刊
』
―
一
編
第
二
八
冊
‘
―

1
0
0
八
年
）
は
、
李
道
純
が
そ
の
「
漸
法
三
乗
」
思
想
と
張
伯
端
の
「
三
五
圃
局
説
」
を
融
合
し
た
結
果
と
見
る

(
p
.
1
0
3
)

。



［元始天尊説生天得道経』と「佛道圏文碑」「霧習墓幡」一宋金元三朝道教の歴史性と地域性問題ー (24)193 

※
本
稿
は
「
中
國
哲
學
史
的
多
元
書
窃
疸
式
蛭
紀
念
爾
楚
父
先
生
逝
世
十
周
年
學
術
研
討
會
」
（
二

0
一
八
年
十
月
十
―
＼
十
―
-
日
、
於
武
漢
大
学
）
に
於
け

る
口
頭
報
告
原
稿
「
《
元
始
天
尊
説
生
天
得
道
経
》
与
〈
佛
道
圏
文
碑
〉
、
〈
霧
習
墓
瞳
〉
ー
宋
金
元
三
朝
道
教
的
歴
史
性
輿
地
域
性
的
問
題
ー
」
（
中
国
語
）
を

翻
訳
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。




